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Ⅲ 住民の意向把握及び課題の整理 

１ ワークショップの開催 

（1）ワークショップの目的 

住民、事業者、行政が連携して、地区の資源や魅力を活かした持続的なまちづくりを

進める計画となる「坂地区振興計画」の策定にあたり、現在の坂地区の現状や課題につ

いて確認、また、地区の目指す姿やコアプロジェクトを検討するために、「坂地区まちづ

くりワークショップ」を開催しました。 

 

 

（2）ワークショップの概要 

各回の概要は以下のとおりです。 

 

■開催スケジュール 

日 時 内   容 人数 

第１回ワークショップ  於：坂公民館 講堂 

 
令和６年３月 19 日（火） 

19：00～20：50  

○オリエンテーション／趣旨・スケジュール等 

○坂地区の現状について 

○グループワーク 

【テーマ】 

・アイスブレイク 

・坂地区のいいところ・改善したいところ 

・グループ発表 

16 名 

第２回ワークショップ  於：三島市役所 第２会議室 

 
令和６年７月８日（月） 

19：00～21：00  

〇オリエンテーション 

〇前回のふりかえり 

〇グループワーク 

【テーマ】 

・坂地区の将来像について考えよう 

・グループ発表 

24 名 

第３回ワークショップ  於：三島市役所 第１会議室 

 
令和６年 10 月７日（月） 

19：00～ 21：00  

〇オリエンテーション 

〇前回のふりかえり 

〇グループワーク 

【テーマ】 

・コアプロジェクトについて考えよう 

・グループ発表 

24 名 

  



24 

 

（3）ワークショップの参加者 

ワークショップには、自治会役員、ＰＴＡ役員、大学生、その他関連団体及び企業な

ど多様な皆様にご参加いただきました。 

 

■参加者名簿 

№ 氏 名 役  職  等 
グループ 

第１回 第２回 第３回 

1 勝又 誠 地元関係者 Ａ Ａ Ａ 

2 内藤 正志 地元関係者 Ｂ Ｂ Ｂ 

3 内藤 宗尊 地元関係者 Ｃ Ｃ Ｃ 

4 高木 信泰 地元関係者 Ａ Ａ Ａ 

5 細井 正晴 地元関係者 Ｃ Ｃ Ｃ 

6 岩﨑 昌司 地元関係者  Ａ Ａ 

7 川崎 勝利 地元関係者  Ｃ Ｃ 

8 渡辺 修三 坂小ＰＴＡ会長 Ｂ Ｂ Ｂ 

9 参河 基 坂小ＰＴＡ副会長  Ｃ Ｃ 

10 前島 弘和 箱根西麓のうみんず代表  Ｂ Ｂ 

11 大滝 真人 富士伊豆農業協同組合 Ｃ Ｃ Ｃ 

12 中村 俊介 三島市観光協会 Ａ Ａ Ａ 

13 田中 信太郎 三島スカイウォーク Ｃ Ｃ Ｃ 

14 細井 清矢 伊豆フルーツパーク Ｂ Ｂ Ｂ 

15 岡本 雅世 ㈱tane（Salveggie） Ａ Ａ Ａ 

16 本多 大典 加和太建設㈱ Ｂ Ｂ Ｂ 

17 神田 主税 三菱地所㈱（３×3 labo Future） Ｃ Ｃ Ｃ 

18 山田 知弘 ㈲日の出企画 Ａ Ａ Ａ 

19 中島 明子 ママとね Ｂ Ｂ Ｂ 

20 水木 友音 日本大学国際関係学部（矢嶋ゼミ） Ｃ Ｃ  

21 赤松 優 日本大学国際関係学部（矢嶋ゼミ）  Ａ Ａ 

22 秋澤 遼 日本大学国際関係学部（矢嶋ゼミ）  Ｂ Ｂ 

23 柴崎 友花 日本大学国際関係学部（矢嶋ゼミ）  Ａ  

24 野瀬 陽加 日本大学国際関係学部（矢嶋ゼミ）  Ｂ  

25 宮澤 里実 坂小ＰＴＡ   Ａ 

26 芳賀 美峰 坂小ＰＴＡ   Ｂ 

27 沖 高徳 坂小ＰＴＡ   Ｃ 
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２ 意見のまとめ 

ワークショップでは、以下のような意見や提案、アイデアが出されました。 

 

（1）第１回ワークショップ 

①開催概要 

■日 時 令和６年３月 19 日（火）19：00～20：50 

■会 場 坂公民館 講堂 

■参加者 16 名（A グループ：５名、Ｂグループ：５名、Ｃグループ：６名） 

■グループワーク 

【テーマ】 〇坂地区の現状と課題を整理しよう 

 ・アイスブレイク（お題付き自己紹介） 

 ・坂地区のいいところ・改善したいところ 

 

 

②意見、提案等 

詳細は、26～28 頁のニュースレター参照のこと。 
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（2）第２回ワークショップ 

①開催概要 

■日 時 令和６年７月８日（月）19：00～21：00 

■会 場 三島市役所 第２会議室 

■参加者 24 名（A グループ：８名、Ｂグループ：８名、Ｃグループ：８名） 

■グループワーク 

【テーマ】 〇坂地区の将来像について考えよう 

 ・坂地区の目指す姿（こんな坂地区になったらいいな） 

 ・目指す姿を実現するためのアイデア（具体的な取組や活動） 

 

 

②意見、提案等 

詳細は、30～32 頁のニュースレター参照のこと。 
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（3）第３回ワークショップ 

①開催概要 

■日 時 令和６年 10 月７日（月）19：00～21：00 

■会 場 三島市役所 第１会議室 

■参加者 24 名（A グループ：８名、Ｂグループ：８名、Ｃグループ：８名） 

■グループワーク 

【テーマ】 〇「坂地区振興計画」施策案の確認 

      〇コアプロジェクトを考えよう！ 

 ・自分たちが主導となってやってみたいプロジェクトを考えよう 

 ・イチオシプロジェクトを決めよう 

 

 

②意見、提案等 

Ａグループ 

区 分 内  容 

地域商社 

・まずはみんなで話をできる場を作りたい 

・坂地域のブランド化、ＰＲ 

・課題解決をする団体をつくる 

・様々な取組を部署制にして進める 

・坂地区に魅力を感じる人を集めて組織にする 

・多世代での情報交換できる場にしたい 

・デジタル情報を発信して共感する人を集めたい 

坂幼稚園・小学校・公民館 
・まちづくりの拠点したい 

・幼稚園を考えるイベントをやってみたい 

箱根の里・子供の森公園 

・連携を高めたい 

・自転車・アウトドアの関係者を集めて改善方法を考

えたい 

・他地域のサイクリング拠点として位置付けたい 

・農園カフェ・アウトドアフェス 

・近くの畑で野菜を取って料理できる 

モバイルサウナ ・湧水等を使ってブランド化 
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Ｂグループ 

区 分 内  容 

移住定住人口を増やす 

・まずは空き家情報の把握と住民の理解 

・地元住民で空き家調査、勉強会 

・空き家を活用したお試し移住（物件があれば、不動

産仲介） 

・２泊３日程度のお試し親子留学 

→坂小・自然体験・空き家もしくは地元の家ステイ 

・坂小・子育て支援団体・坂地区住民 

・首都圏の市町と連携？（広報）例：防災協定 

観光 関係人口を増やす 

・箱根の里を拠点に、学生と周る三島ツアー 

・食×キャンプ 

・大学と連携し、三島の魅力をＰＲ 

・逃走中（坂小でのイベント） 

・カフェ、レストラン事業者の誘致（眺めの良い物件

があれば） 

・モバイルサウナイベント（坂公民館、坂幼稚園） 

 

 

Ｃグループ 

区 分 内  容 

生きる力を育むプロジェクト 

・生きる力を学べる教育先進地 

・坂小×農業 

・中学校以降の教育の充実（教育先進地） 

・社会課題解決型の環境教育 

・農業の６次産業化（小学校のポテトなど） 

・富士宮ホールアースのような団体を設立 

箱根の里のリブランディング 
・複合施設としてリブランディング 

・箱根の里でのサマースクール 

横断的な話し合いの場の設置 

・地域住民と新住民（若い世代）との交流 

・横断的な坂地区集会 

・おやじの会の充実（得意を活かす） 

・生活の中の繋がりを大切にする 

ジビエ加工所の建設 

・害獣駆除として狩猟をしている 

・自宅でジビエとして野生鳥獣の解体をしているが、

加工所が欲しい 

・子どもたちの命の授業になっている 

お試し居住（教育居住）の実施 

・入学希望者を取りこぼさない仕組みが必要 

・住宅が無いため、10 人／年は入学を断念している 

・現在、空き家は少ないが、空き家予備軍は多い 

〇〇×農業プロジェクト ・〇〇＝デザイン、ＩＴなど 
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３ 課題の整理 

現況調査及びまちづくりワークショップ等の結果を踏まえ、坂地区の課題を以下のよう

に整理します。 

 

 

（1）地域資源と既存施設の有効活用の検討 

坂地区は、豊かな自然環境に加え、レジャー施設や歴史資源も数多く存在しており、

国内外より観光客が訪れていますが、回遊性に乏しく、地区全体の活性化には至ってい

ません。また、地区内にある三島市立箱根の里は、社会教育施設であるため使用目的が

制限されるといった課題があります。そのため、これらの地域資源を有効活用するとと

もに、箱根の里や子供の森公園といった既存施設の効果的な利用や再整備を図り、交流

人口の拡大と地区全体の活性化に繋げていくことが求められます。 

 

（2）地区横断的なまちづくり活動と拠点の検討 

地区内のコミュニティは良好で、自治会等の地縁組織も維持されていますが、働き方

や価値観の多様化により活動の担い手不足が問題となっています。しかし一方で、坂小

学校やその保護者との繋がりも強いことから、地区の持続的な維持とさらなる活性化の

ために、地区横断的なまちづくり活動や組織が求められています。また、活動の拠点と

して、坂公民館や坂幼稚園といった既存施設の機能拡充や再整備も検討する必要があり

ます。 

 

（3）坂小学校の特色を活かした少子化への対応 

坂地区の人口は横ばいで推移しているものの少子化は進行しており、坂幼稚園は休園、

坂小学校の児童数は１学年あたり７～13 名（令和６年５月１日調）となっています。

また、祭りの子どもシャギリが中止となり、子ども会も存続が危ぶまれる状況にありま

す。しかし、坂小学校の少人数ならではの特色ある教育に魅力を感じて学区外から通学

する児童もいることから、入学希望者の増加とその家族の移住定住に繋げていくことが

求められます。 

 

（4）空き家活用の検討 

坂地区の人口は横ばい傾向にある一方で世帯数は微増傾向にあり、単身世帯が増加し

ています。同時に高齢化が進行していることから、現在は空き家が目立つ状況にありま

せんが、空き家予備軍は多いものと推測されます。今後の空き家の発生を防ぐためにも、

現在ある空き家についてお試し居住やワーケーション施設等として活用する方策の検討

が求められます。 

  


